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、
五
月
＝
十
二
日
は

　　

@
衆
議
院
議
員
の

　　

@　

@　

@　

@
総
選
挙
が
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
五
月
二
十
二

ら
　
　
　
　
　
日
に
衆
議
院
議

　
　
　
　
　
員
の
選
挙
が
行

　
　
　
　
　
わ
れ
る
事
に
な

－
刀
り
ま
し
菟
わ

　
　
　
　
　
れ
わ
れ
の
選
挙

挙
　
　
　
　
　
区
か
ら
は
十
一

　
　
　
　
　
名
の
方
が
立
候

選
　
　
　
　
　
補
さ
れ
て
、
お

　
　
　
　
　
の
お
の
の
党
の

明　　　
　
　
政
策
や
自
分
め

　
　
　
　
　
政
見
を
わ
れ
わ

　
　
　
　
層
れ
に
訴
え
て
い

公
　
　
　
　
　
ま
す
が
、
ど
の

　
　
　
　
　
政
党
の
政
策

は
難
霧

治
　
　
　
　
　
国
運
進
展
上
山

　
　
　
　
　
も
よ
い
政
策
で

　
　
　
　
　
あ
る
か
、
ま
た

政
　
　
　
　
　
わ
れ
わ
れ
農
民

㌻
　
織
紐
論

、
　
　
　
　
　
る
か
を
よ
く
検

滋
灘

　
　
　
　
　
も
信
頼
す
る
候

補
者
に
一
票
を
投
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
公
明
選
挙
運
動
が
強
く
押
し

進
め
ら
れ
て
い
る
さ
中
に
一
方

で
は
「
八
当
五
落
」
と
か
「
三

ば
ん
」
な
ど
の
語
が
盛
ん
に
流

布
さ
れ
る
事
は
悲
し
い
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
「
八
当
五

落
」
と
は
こ
の
選
挙
に
八
百
万

円
使
え
ば
当
選
し
五
百
万
円
で

は
落
選
で
あ
る
と
の
意
で
ま
ζ

と
に
に
が
に
が
し
い
限
り
で
あ

っ
て
義
憤
を
感
じ
た
く
な
っ
て

来
ま
す
。

「
三
ば
ん
」
と
は
地
ば
ん
、
か

ん
ば
ん
（
顔
）
、
か
ば
ん
（
選

挙
金
を
し
こ
た
ま
つ
め
た
か
ば

ん
）
の
意
で
す
が
こ
れ
が
な
け
．

れ
ば
当
選
覚
束
な
し
の
意
で
し

ょ
う
が
、
こ
ん
な
言
葉
が
出
る

よ
う
な
日
本
の
選
挙
の
姿
は
誠

に
悲
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
権
力
に
屈
せ
ず
、
情
実
に
流

れ
ず
、
顔
役
に
遠
慮
せ
ず
。
何

も
の
に
も
左
右
さ
れ
な
い
で
自

由
な
意
志
で
清
潔
な
選
挙
を
い

た
し
ま
し
よ
う
。

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

コ

一
公
民
鋸
だ
よ
り
鯛

闘7
．
1
■
1
巳
置
腫
1
1
9
1
1
－
1
■
」

本
村
公
民
館
の

　
　
　
　
　
本
年
度
の
努
力
点

鵜
、
公
民
館
の
施
設

設
備
の
充
実

社
会
教
育
の
機
関
は
公
民
館
、

図
書
館
、
博
物
館
が
あ
り
ま
す

が
、
本
村
に
あ
っ
て
は
た
だ
公

民
館
の
み
が
社
会
教
育
の
機
関

で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
こ
の
公

民
館
の
運
営
や
そ
の
活
動
或
は

そ
の
施
設
の
如
何
は
住
民
の
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す

の
で
こ
れ
が
充
実
を
は
か
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
、
民
主
団
体
の
育
成

強
化

本
村
で
は
婦
人
会
、
青
年
団
、

P
T
A
等
が
正
常
な
歩
み
を
つ

ヂ
け
て
い
る
民
主
団
体
で
あ
り

ま
し
て
こ
れ
等
の
団
体
を
育
成

し
強
化
す
る
こ
ど
に
よ
っ
て
本

村
民
の
生
活
は
進
展
し
文
化
の

銀
懸
盤
隷

主
団
体
の
指
導
育
成
に
つ
と
め

ま
す
と
と
も
に
、
本
村
に
於
て

最
唱
闘
う
す
と
思
わ
れ
る
男
子

成
人
の
教
育
の
充
実
を
は
か
り

本
村
振
興
の
根
基
に
培
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
、
産
業
振
興
に
努

　
め
農
村
経
済
の
確

，
立
を
図
る

村
民
生
活
の
基
盤
は
産
業
の
振

興
を
図
り
各
戸
が
経
済
的
に
確

立
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
基
盤
を
よ
り
強
固
に
す
る
た

め
に
は
研
究
グ
ル
ー
プ
の
育
成

を
は
か
り
互
に
研
究
結
果
の
交

換
を
な
し
共
励
切
磋
の
実
を
あ

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
’

囚
、
新
生
壁
皿
動
の

推
進

新
生
活
運
動
は
家
庭
生
活
を
明

る
く
豊
に
し
社
会
生
活
を
な
ご

や
か
に
し
住
よ
い
地
域
を
つ
く

る
た
め
の
還
動
で
あ
り
ま
す
。

道
路
の
愛
護
に
し
ま
し
て
も
蚊

や
蝿
を
な
く
す
る
運
動
に
し
ま

し
て
も
す
べ
て
住
よ
い
地
域
の

建
設
へ
の
努
力
で
あ
り
ま
す
。

家
庭
生
活
の
安
定
を
は
か
る
た

め
に
貯
蓄
の
増
強
を
は
か
り
村

の
事
業
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る

に
は
納
税
の
完
遂
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

働
く
意
欲
の
昂
揚
を
は
か
る
面

か
ら
も
月
に
一
日
位
の
農
休
日

は
絶
対
に
必
要
で
あ
り
又
そ
の

日
が
家
庭
の
整
理
日
で
あ
り
研

修
の
日
で
あ
る
よ
う
に
指
導
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

五
、
社
会
体
育
の
振
興

体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
個
．

人
は
勿
論
、
家
庭
、
社
会
を
健

康
に
す
る
た
め
に
は
必
要
欠
ぐ

こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
今
更
論
ず
る
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
農
村
に

ふ
さ
わ
し
い
体
育
の
振
興
を
は

か
り
そ
の
生
活
化
に
つ
と
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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村
の
歳
入
で
村
税
の
占
む
る

位
置
は
非
常
に
大
き
く
全
歳
入

の
約
％
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
村
税
が
よ
く
納
ま
る
か
未

納
が
多
い
か
と
い
う
こ
と
は
直

ち
に
村
政
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
村
は

村
民
の
生
活
、
福
祉
の
増
進

を
め
ざ
し
て
消
防
、
土
木
、
教

育
、
社
会
福
祉
、
保
健
衛
生
、

産
業
経
済
そ
の
他
色
々
の
事
業

に
村
費
を
支
出
し
ま
す
の
で
調

定
き
れ
た
村
税
が
完
納
さ
れ
な

い
と
す
れ
ば
そ
れ
等
の
事
業
が

予
定
通
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
．

出
来
な
ぐ
な
り
ま
す
の
で
滞
納
…

の
結
果
は
直
ち
に
村
民
に
は
ね

が
え
っ
て
来
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
　
耀
、

　
お
＾
が
村
民
と
し
て
の
社
会

生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
以
上
村
．

税
は
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

務
め
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
滞
納

き
れ
て
い
る
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ

滞
納
の
理
由
も
あ
り
ま
し
よ
う

．
が
、
し
か
し
果
さ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
義
務
で
あ
り
ま
す
の
で
何

と
か
工
面
し
て
完
納
さ
れ
る
よ

う
切
望
い
た
し
ま
す
。

　
本
村
の
納
税
成
績
は
年
々
向

，
上
し
て
い
ま
す
が
こ
れ
は
村

民
の
方
々
の
納
税
意
欲
の
昂
揚

に
基
く
も
の
で
あ
り
ま
し
て
深

く
感
謝
申
し
て
い
ま
す
。
然
し

現
在
の
納
税
成
績
ば
上
々
で
に
、

あ
り
ま
せ
ん
。
．
今
後
一
段
と
御

骨
折
り
を
お
願
い
し
て
少
く
と

も
そ
の
納
入
額
は
九
十
五
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
に
は
こ
ぎ
つ
け
た

い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

各
部
落
と
も
納
税
組
合
め
組
織

を
強
化
し
て
い
た
讐
き
こ
れ
が

達
成
に
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ

う
懇
願
い
た
し
ま
す
。
・

昭
和
二
十
五
年
度
以
降
三
十

二
年
度
ま
で
の
村
税
納
入
成
績

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

各
年
度
別
四
月
末
現
在
同
期
比
較
表
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1

優
良
納
税
者
等
の
表
彰

優
良
納
肇
等
の
表
彰
式
が

五
月
八
日
、
た
ば
こ
収
納
所
で

開
催
さ
れ
昭
和
三
十
二
年
度
に

納
税
成
績
優
良
の
区
、
納
税
組

合
、
納
税
者
と
納
税
に
献
身
的

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
人
々

に
対
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
た
。
当
日
表
彰
の
栄

誉
を
う
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の

．
通
り
で
あ
る
。

優
良
納
税
区

　
田
野
、
寺
迫
、
、
迫
野
内

優
良
納
税
組
合

　
（
寺
迫
）

　
吉
牟
田
第
二
、
落
鹿

　
（
福
瀬
）

．
鳥
琳

　
（
小
野
田
）

　
又
上
一
、
又
下
一

　
（
羽
坂
）

　
硯
野

　
（
田
野
）

　
蕨
野
、
田
野
、
稲
葉
野

（
鶴
野
内
）

　
大
工
野
下
村
、
下
村

（
迫
野
内
）

　
鹿
瀬
、
地
内

　
（
坪
谷
）

　
西
石
原
、
東
石
原

　
（
越
表
）

　
八
ツ
山
、
．
田
口
原
下

（
下
渡
川
）

　
一
松
雪
下
、
下
渡
川

優
良
納
税
者
．

（
寺
迫
）

　
海
野
寅
吉
、
黒
木
青
三
、
黒

　
木
慶
夫

（
小
野
田
）

橋
口
善
助
、
高
森
ミ
キ
エ
、

中
岡
伊
三
郎

（
福
瀬
）
　
　
　
　
　
．

　
谷
口
倉
吉
、
谷
口
速
瀬

（
羽
坂
）

寺
田
清
、
甲
斐
元
吉

（
仲
深
）
”
、
・
幽

佐
藤
相
吉
、
後
藤
和
夫
、
三

　
浦
喜
長

（
田
野
）

小
川
定
雄
、
稲
田
鷲
夫
、
沖

田
照
和

（
鶴
ノ
内
）

．
沖
田
今
朝
衛
門
、
佐
藤
立
野

（
八
璽
原
）

松
本
丸
治

（
迫
ノ
内
）

黒
木
七
五
三
、
黒
木
与
市
、

鶴
田
鉄
哉
、
成
実
豊
作
、
豊

田
正
太
郎

（
坪
谷
）

噛
　
r
　
、

蟻
　
　
」

・
へ

小
鳥
い
ろ
、
、
い
ろ

歌

げ
弓

庭
の
木
に
暗
け
る
び
た
き
の
美
し
く
ま
ひ
あ
そ
び
つ
つ
声
ざ
び
て
画

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
【
．

静
け
さ
に
暗
く
鳥
ぎ
ご
ゆ
暗
く
声
に
こ
も
れ
る
い
の
ち
あ
り
が
た
き

か
な
・

聞
き
を
り
て
笑
み
こ
そ
う
か
べ
み
そ
さ
ざ
い
　
ひ
た
き
も
声
の
み
ぼ

あ
は
れ
な
る
　
　
　
　
・
，

四
型
の
目
白
う
つ
り
来
て
な
き
た
ち
ぬ
庭
の
向
ひ
の
ひ
と
も
と
椿
に

　
那
須
清
太
郎
、
寺
原
健

（
瀬
平
）
　
山
崎
町
太
郎

（
越
表
）
　
河
野
丈
作

（
下
渡
川
）
　
杉
本
モ
ト

　
．
優
良
納
税
協
力
者

（
一
迫
）
　
　
　
　
．

　
橋
口
虎
市
、
黒
木
孫
市
、
山

　
本
朝
、
高
野
敏
男
、
黒
木
義

，
喜
（
福
瀬
）

　
直
野
仲
一
、
金
丸
豫

（
小
野
田
｝
　
畝
原
速
美

（
羽
坂
）
　
海
野
末
市

（
仲
深
）
　
三
浦
得
栄

（
田
野
）

田
中
金
市
、
都
甲
樹
男
、
谷

口
島
之
助

（
鶴
ノ
内
）

木
村
俊
一
、
中
田
九
市

（
迫
ノ
内
）
　
佐
藤
惣
吉
、

（
八
重
原
）

伊
藤
喜
市
、
高
山
操

（
坪
谷
）

若
林
博
信
、
寺
原
新
吾

．
（
越
表
）
　
石
田
マ
ス
エ

国
保
二
十
，
年

鳥
の
暗
か
な
い
日
は
あ
っ
て
も

国
保
を
語
ら
な
い
日
は
な
い
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
の
国
保
マ
ニ

ア
。こ
う
し
た
樽
出
し
で
中
央
地
方

の
関
係
者
が
機
型
紙
国
民
健
康

保
険
に
毎
月
便
り
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
。
昭
和
十
三
年
七
月

日
支
事
変
の
発
生
し
た
翌
年
国

民
健
康
保
険
制
度
が
実
施
さ
れ

て
か
ら
ち
ょ
う
ど
今
年
は
二
十

矩
だ
。

本
村
が
現
行
制
度
に
再
開
し
て

満
五
年
で
あ
る
。
こ
の
仕
事
は

　
も
う
こ
れ
で
完
全
だ
ハ
大
丈
．
夫

　
だ
w
・
や
る
こ
と
は
や
っ
て
い
る

　
と
い
弘
こ
と
は
何
年
た
っ
て
も

　
延
わ
れ
な
い
。

　
そ
こ
に
こ
の
仕
事
の
む
つ
か
し

○　
い
処
も
あ
り
又
や
り
甲
斐
も
あ

　
り
喜
び
も
あ
る
の
だ
。

　
私
達
も
毎
月
便
り
を
く
れ
る
先

　
輩
に
一
歩
で
も
近
づ
こ
う
と
勉

　
強
し
て
い
る
。

　
幸
い
村
民
各
位
の
協
力
の
お
陰

　
で
遂
年
向
上
確
実
な
歩
み
を
つ

　
窟
け
て
い
る
こ
と
は
深
く
感
謝

　
申
上
げ
ま
す
。
政
府
も
社
会
保

　
障
政
策
と
し
て
こ
の
仕
事
に
大

　
い
に
力
を
い
れ
て
き
た
こ
と
は

　
杜
会
状
勢
の
然
ら
し
む
る
と
こ

　
ろ
と
は
い
え
こ
の
仕
事
に
た
つ

　
さ
わ
る
関
係
者
の
努
力
が
一
歩

　
く
実
を
む
す
び
つ
、
あ
る
こ

　
と
を
喜
ぶ
も
の
で
あ
る
6

　
今
年
は
保
健
施
設
を
更
に
進
め

　
直
営
診
療
所
の
運
営
強
化
を
図

　
り
本
事
業
の
進
展
に
努
力
す
る

．
考
え
で
す
。
　
　
、
、
，
、
　
≡
藩

村
民
各
位
特
に
村
青
婦
協
各
団

体
の
協
力
を
得
て
二
十
周
年
、

、
再
開
五
周
年
を
意
義
あ
る
年
に

と
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す

郷
土
「
日
常
語
」
解
明

，

　
　
　
　
　
海
野
実
門

ム
シ
ド
ロ
，
●
モ
ド
ロ

（
シ
ド
リ
・
モ
ド
リ
）

一
足
取
り
・
戻
り

　
　
　
　
あ
し
ど
り

（
シ
ド
リ
は
足
取
の
上
略
）

　
意
…
ま
ご
つ
き
。
も
つ
れ
足

　
　
　
　
も
ど

　
解
…
「
戻
り
」
は
本
釆
は
濁
鰹

噂
ボ
嚢
砲
二
三

　　

﨟
v
導
く
」
轄
卸
勧

慮
臓
に
着
か
喚
お
、
講

　
　
う
め
き
の
浮
腰
状
櫻
嘱
．
滋

　
　
ひ
、
転
じ
て
凡
て
も
の
ご
　
　
膣

　
　
し
落
付
か
ず
、
取
乱
す

　
　
状
。

この一票が

　私たちの生活を

よくもし又悪くもする

ということを
　　め
よく考えてみましよう

’

，

懸i㈹誕
．
．

巳
．
判
イ
ー
．

　
φ

、

、

漁
　
冨
　
　
，
5

甲

　
　
咋
年
十
一
月
に
起
工
し
だ
坪

　
谷
、
福
瀬
両
小
学
校
の
校
舎
改

　
増
築
工
事
な
順
調
に
す
す
み
坪

　
　
　
　
　
　
り

　
谷
小
学
校
は
四
月
五
日
に
、
福

　
瀬
小
学
校
は
四
月
十
五
旨
落
成

　
し
た
。

　
坪
谷
は
総
工
費
五
、
四
言
＝
、

・
六
〇
〇
円
福
瀬
は
四
、
，
三
八

　
　
曝
　
　
　
蟷
，
，
，
　
…

証
書
麟
織蕪

　
　
慈
　
溢
．

　
　
詳
　
’
　
　
　
　
、
　
　
’
　
騙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
簸
牌
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎
．
・
，
、
一

　
　
　
　
霧
　
…
轟
　
砂

　
　
　
　
鳶
口
硬
．
＝
鱒

　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
．
　
　
F
　
　
幽

　
　
脅
　
騨
幽
、
欝

脚
幸
心
灘
，
亀
顛
．
藍
．

歎
弼
．

　

、
　
’

し

流
　
，

－
『
、

4

層
『
駈
「
∵
　
・
　
毛
’
　
　
、
恥
層

八
㌔
七
五
七
円
を
要
し
た
。
，
，
．

通
風
採
光
と
も
に
申
分
の
な
い

美
し
い
教
室
で
学
ぶ
児
童
達
の

顔
を
目
の
あ
た
り
に
見
、
且
つ

は
学
区
父
兄
の
絶
大
な
協
力
層
、

お
も
う
二
戸
だ
よ
ろ
こ
び
と
感

謝
の
念
が
胸
に
満
つ
る
の
み
で

あ
る
。

「
暫
，
・
’
・
　
－
ゼ
8
舌
昏
年
．
詑
、
璽
」

　　落成した
陰縫小学茨、（下）と福瀬小学校（上）r、

越
撫
野
生

凱撫三四鯉纏誠滋，＝凶 ’

1ソ1閲

需O

亀
．51
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傷
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「
若
山
牧
水
全
集
」

刊

　
そ
の
歌
、
そ
の
文
章
、
そ
の

人
間
、
歌
人
若
山
牧
水
先
生
こ

そ
は
わ
が
日
向
の
生
ん
だ
最
大

の
芸
術
家
と
し
て
私
た
ち
の
大

き
な
誇
で
あ
り
ま
す
。

　
牧
水
先
生
の
著
作
を
集
め
た

も
の
に
は
ず
っ
と
以
前
に
改
造

四
三
『
牧
水
全
集
』
が
あ
り
ま

す
が
、
完
全
な
も
の
と
は
言
い

が
た
く
、
ま
た
現
在
で
は
入
手

の
方
法
と
て
も
な
く
、
完
壁
な

決
特
昇
の
全
集
が
刊
行
さ
れ
た

ら
と
い
う
の
は
私
た
ち
の
久
し

．
い
間
の
渇
望
で
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
ど
う
し
て
も
か
な
り
彪
大

な
も
の
に
な
る
た
め
、
現
在
の

よ
う
な
出
版
界
で
は
刊
行
困
難

で
、
遺
憾
な
が
ら
ず
っ
と
そ
の

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

行
・
に
当
り

東
郷
村
役
場
内

牧

て

水
　
顕
　
彰

　
と
こ
ろ
が
、
御
遺
族
や
御
門

　
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
、
今

年
の
牧
水
先
生
三
十
年
祭
を
機

会
に
『
決
定
版
若
山
牧
水
全

集
』
全
十
二
巻
と
し
て
雄
鶏
社

か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
は
、
私
た
ち
と
し
て

こ
の
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
出
版
界
の
現
状

か
ら
見
て
こ
れ
は
容
易
な
事
業

で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を

講
じ
て
相
当
数
の
予
約
購
読
者

を
獲
得
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た

な
い
こ
と
な
の
で
、
出
版
社
ま

か
せ
に
し
て
は
お
ら
れ
ず
、
若
．

山
喜
志
子
先
生
は
非
常
な
決
意

の
も
と
に
「
若
山
牧
水
全
集
頒

布
会
」
を
企
て
ら
れ
ま
し
た
。

万
々
一
こ
れ
が
失
敗
し
て
全
集

A
ム

が
刊
行
途
中
で
挫
折
す
る
よ
う

な
こ
と
に
で
も
な
っ
た
ら
大
へ

ん
で
、
牧
水
先
生
を
深
く
敬
慕

す
る
我
々
郷
土
の
者
は
広
く
予

約
購
読
者
を
募
集
し
、
全
力
を

挙
げ
て
全
集
刊
行
の
後
援
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
ひ
と
り
日
向
の
文
化
ば

か
り
で
な
く
、
広
く
日
本
文
化

の
た
め
に
ま
こ
と
に
大
き
な
意

義
の
あ
る
こ
と
な
の
で
、
特
に

牧
水
先
生
と
同
郷
の
わ
が
東
郷

村
民
の
方
は
是
非
々
々
御
三
力

御
後
援
下
さ
れ
た
く
、
御
身
辺

を
極
力
御
勧
誘
の
上
、
五
月
中

に
申
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
懇
，

願
い
た
し
ま
す
。

2
ぞ
く
書
7
i
一

…≡

ﾞ
≡
≡
隅
一
≡
謹
≡
＝
毒
一
≡
躍
≡
≡
≡
≡
＝
一
＝
≡
垂
＝
≡

派
出
所
だ
よ
り

謹
蓋
＝
【
≡
一
一
壽
≡
韮
≡
＝
一
［
【
＝
≡
＝
富
莚
一
隅
垂
山
雪

　
　
　
　
山
陰
派
出
所

◎
鱒
商
人
等
に
柵
灘
灘
縫
囎

最
近
色
々
の
品
物
を
持
っ
て
農
　
　
そ
の
一
は
、
本
年
四
月
申

村
方
面
を
行
商
し
て
歩
く
者
が
旬
頃
鵜
戸
木
部
落
の
某
男
方
に

多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
等
の
自
分
は
福
岡
で
競
馬
の
騎
手
を

品
吻
は
一
見
し
て
、
と
て
も
立
し
て
お
る
者
だ
と
云
う
て
男
一

派
な
も
の
で
然
も
値
段
が
安
い
　
人
が
訪
れ
て
名
刺
を
出
し
て
、

よ
う
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
等
実
は
父
が
延
岡
市
内
の
○
○
病

行
商
人
の
殆
ん
ど
が
点
々
と
一
院
に
入
院
し
て
い
る
の
で
態
々

回
し
て
行
く
の
で
再
び
同
じ
人
福
岡
か
ら
見
舞
に
や
っ
て
来
た

が
来
る
こ
と
が
な
い
の
で
彼
等
処
薬
代
等
の
支
払
い
に
困
っ
て

は
た
だ
品
物
さ
え
売
れ
ば
後
は
　
い
る
の
で
、
こ
の
品
物
（
背
広
．

野
と
な
れ
、
山
と
な
れ
式
で
後
三
揃
い
一
着
、
レ
イ
ン
コ
ー
ト

の
こ
と
等
は
者
え
で
い
な
い
」
　
一
枚
、
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
一

買
う
た
方
で
は
、
あ
あ
立
派
な
．
個
、
何
れ
も
新
品
）
を
麗
い
て

品
を
安
く
手
に
入
れ
た
と
喜
ん
行
く
の
で
四
、
五
日
間
金
一
万

で
よ
く
よ
く
調
べ
て
見
る
と
全
三
千
円
を
貸
し
て
く
れ
な
い
か

轍
　
　
繍
　
　
～
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
持
っ
て
く
る
か
ら
と
哀
願
す

以
下
の
安
い
価
格
で
売
り
付
け

て
、
そ
れ
が
後
か
ら
盗
品
で
あ
　
る
の
で
そ
の
女
の
人
も
父
が
入

っ
た
と
云
う
こ
と
も
各
地
に
槍
院
し
て
他
郷
か
ら
来
て
本
当
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
5
．

困
る
だ
ろ
う
と
同
情
し
た
も
の

の
持
ち
合
せ
の
金
が
な
い
の

で
、
部
落
の
婦
人
会
長
さ
ん
か

ら
婦
人
会
の
金
一
万
三
千
円
を

借
り
求
め
て
こ
れ
を
そ
の
男
に

渡
し
た
処
、
そ
の
男
は
金
を
受

取
っ
て
厚
く
お
礼
を
云
う
て

四
、
五
日
内
に
金
は
持
っ
て
く

る
か
ら
そ
れ
ま
で
は
此
の
品
物

は
他
に
売
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
れ
と
云
う
て
立
ち
去
っ
た

が
、
そ
の
約
束
の
五
日
間
も
過

ぎ
た
が
本
人
も
来
ず
便
り
も
な

い
の
で
、
こ
れ
は
ど
う
も
お
か

し
い
七
云
う
こ
と
に
な
り
、
当

派
出
所
に
連
絡
が
あ
っ
た
の
で

現
揚
に
爵
張
し
て
本
人
が
云

う
た
、
父
の
入
院
先
で
あ
る
延

岡
市
内
乳
病
院
に
直
接
問
い
合

せ
た
が
そ
ん
な
者
は
入
院
し
て

お
ら
ず
又
本
人
の
お
い
て
行
っ

た
名
刺
に
よ
っ
て
身
許
照
会
し

た
が
そ
ん
な
者
は
実
在
し
な
い

と
の
こ
と
で
又
品
物
が
盗
品
で

な
い
か
を
県
警
察
鑑
識
課
に
照

会
し
た
が
盗
難
届
は
出
て
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
引
続

い
て
調
査
中
で
あ
る
。

　
そ
の
二
は
昨
年
当
農
協
に
一

人
の
男
が
訪
れ
て
一
見
新
品
の

腕
時
計
を
一
個
千
五
百
円
か
ら

二
千
．
五
百
円
位
の
も
の
を
沢
山

持
っ
て
来
て
、
只
今
派
出
所
で

も
二
個
買
う
て
貰
っ
た
と
信
頼

さ
せ
全
職
員
や
来
合
せ
て
い
た

学
校
の
先
生
方
数
名
に
売
っ
て

行
っ
た
者
が
あ
っ
て
、
こ
の
こ

と
を
二
、
三
日
後
聞
い
て
現
物

を
調
べ
て
見
る
と
粗
悪
品
で
あ

っ
た
。

　
そ
の
三
は
、
寺
迫
部
落
に
若

い
夫
婦
が
純
毛
服
地
五
反
を
持

っ
て
来
て
急
に
金
一
万
円
が
入

用
に
な
っ
た
の
で
此
の
服
地
を

お
く
か
ら
金
一
万
円
貸
し
て
く

れ
明
日
の
夕
方
ま
で
に
は
必
ず

持
っ
て
来
る
か
ら
と
云
う
の

で
、
若
し
金
を
持
っ
て
来
な
く

て
も
純
毛
生
地
で
あ
れ
ば
損
に

は
な
ら
な
い
と
も
思
わ
れ
て
金

一
万
円
を
都
合
し
て
渡
し
た
が

そ
の
後
そ
の
若
夫
婦
の
来
る
の

を
待
っ
て
お
っ
た
が
遂
に
来
な

い
の
で
そ
の
服
生
地
を
見
て
貰

っ
た
処
そ
れ
は
近
年
製
造
さ
れ

て
い
る
科
学
製
品
で
一
反
四
百

円
位
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
は
村
内
で
あ
っ
た
実
例

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
人
や
押
売
り
等
が
来
た
時
に
は

は
農
村
各
地
で
よ
く
聞
く
こ
と
出
来
れ
ば
、
－
ま
だ
そ
の
附
近
を

で
、
こ
れ
等
の
賢
能
な
行
商
人
う
ろ
つ
い
て
い
る
内
に
馬
何
か

は
震
村
地
帯
の
淳
朴
な
人
を
だ
の
方
法
で
最
寄
り
の
派
出
所
、

ま
し
て
、
う
ま
う
ま
と
ひ
と
儲
駐
在
所
に
連
絡
を
と
っ
て
下
さ

け
を
す
る
た
め
交
通
不
便
で
す
い
。
若
し
出
来
ね
ば
そ
の
者
の

ぐ
に
講
話
等
で
駐
在
所
、
派
出
人
相
着
衣
や
持
物
、
数
量
を
記

所
に
連
絡
の
と
れ
な
い
部
落
を
遣
し
て
お
き
、
な
る
べ
く
早
目

選
ん
で
や
っ
て
来
ま
す
の
で
、
　
に
通
知
し
て
下
さ
い
、
そ
し
て

皆
さ
ん
は
安
い
か
ら
と
云
う
皆
さ
ん
と
共
に
こ
れ
等
の
悪
質

て
、
余
り
欲
な
気
持
を
起
さ
な
行
商
人
や
押
売
等
の
被
害
を
防

い
よ
う
に
し
て
、
疑
し
い
行
商
…
止
致
し
ま
し
よ
う
。

子
供
の
日
に
思
う

　
皐
月
の
空
に
或
は
若
葉
の
上

に
鯉
幟
が
初
夏
の
風
を
腹
一
つ

ば
い
吸
っ
て
威
勢
よ
く
泳
い
で

い
る
α
子
供
の
将
来
を
祝
福
す

る
親
の
心
も
う
か
y
わ
れ
て
明

る
い
風
景
で
あ
る
。
五
月
五
日

は
昔
か
ら
男
児
の
節
句
と
し
て

数
々
の
行
事
が
行
わ
れ
て
来
た

が
、
終
戦
後
国
が
新
し
く
祝
目

と
し
て
「
子
供
の
日
」
と
定
め

男
の
児
も
女
の
児
も
と
も
に
祝

う
日
と
し
昭
和
二
十
六
年
の
五

月
五
日
に
は
子
供
の
憲
法
と
い

わ
れ
る
「
児
童
憲
章
」
が
制
定

さ
れ
た
。
ぺ
、

「
子
供
の
目
」
を
迎
え
鯉
幟
を

た
て
菖
蒲
を
か
ざ
し
て
子
供
の

将
来
を
祝
福
す
る
親
達
は
年
一

度
こ
の
日
だ
け
で
も
児
童
憲
章

を
読
ん
で
親
と
し
て
の
自
分
を

反
省
し
て
子
供
達
に
真
の
愛
情

を
燃
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
児
童
憲
章
は

　
わ
れ
わ
れ
は
日
本
国
憲
法
の

精
神
に
し
た
が
い
、
児
童
に
対

す
る
正
し
い
観
念
を
確
立
し
、

す
べ
て
の
児
童
の
幸
福
を
は
か

る
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
・

る
。
　
児
童
は
　
人
と
し
て
尊
ば
れ

　
　
る
。

　
児
童
は
　
社
会
の
一
員
と
し

　
　
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。

　
児
童
は
　
よ
い
環
境
の
な
か

　
　
で
育
て
ら
れ
る
。

1
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身

　
と
も
に
健
や
か
に
う
ま
れ
、

　
育
て
ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保

　
障
さ
れ
る
。

2
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
家
庭

　
で
正
し
い
愛
情
と
知
識
と
技

　
術
を
も
つ
て
育
て
ら
れ
、
家

庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
に

　
は
、
こ
れ
に
か
わ
る
環
境
が

　
与
え
ら
れ
る
。

3
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
適
当

　
な
栄
養
と
住
居
と
被
服
が
与

　
え
ら
れ
、
ま
た
、
疾
病
と
災

　
害
か
ら
ま
も
ら
れ
る
。

4
、
す
べ
て
の
児
童
は
個
性
と

－
能
力
に
応
じ
て
教
育
さ
れ
、

　
社
会
の
一
員
と
し
て
責
任
を

自
主
的
に
果
す
よ
う
に
、
み

　
ち
び
か
れ
る
。

5
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
自
然

　
を
愛
し
、
科
学
と
芸
術
を
尊

　
ぶ
よ
う
に
み
ち
び
か
れ
」
ま

　
た
、
道
徳
的
霧
蓮
づ
ち
か

　
わ
れ
る
。
　
，
．

6
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
就
学

　
の
み
ち
を
確
保
さ
れ
、
ま

　
た
、
十
分
整
っ
た
教
育
の
施

　
設
を
用
意
さ
れ
る
。

7
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
職
業
，

　
指
導
を
受
け
る
機
会
が
与
え

　
ら
れ
る
。
　
　
．

8
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
そ
の

　
労
働
に
お
い
て
、
心
身
の
発

　
育
が
阻
害
き
れ
ず
、
教
育
を

　
う
け
る
機
会
が
失
わ
れ
ず
、

　
ま
た
児
童
と
し
て
の
生
活
が

　
さ
ま
た
げ
ら
れ
な
い
よ
う

　
に
、
．
十
分
に
保
護
ざ
れ
る
。

9
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
よ
い

　
遊
び
場
と
文
化
財
を
用
意
さ

　
れ
、
わ
る
い
環
境
か
ら
ま
も

　
ら
れ
る
。
　
ノ
喝
で

1
0
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
虐
待
、

酷
使
、
放
任
そ
辱
鈎
不
当

　
な
取
扱
か
ら
ま
も
ら
れ
る
。

1
1
、
す
べ
て
の
児
童
は
、
身
体

　
の
不
自
由
な
場
合
ま
た
は
、

　
精
神
の
機
能
が
不
充
分
な
場

　
合
に
適
切
な
治
療
と
教
育
と

　
保
護
が
与
え
ら
れ
る
。

12

A
す
べ
て
の
児
童
は
、
愛
と

　
ま
こ
と
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、

　
よ
い
国
民
と
し
て
人
類
の
平

　
和
と
文
化
に
貢
献
す
る
よ
う

　
に
み
ち
び
か
れ
る
。

嘉
保
便
り

保
険
税
が
一
般
税
に
く
ら
べ
て

納
税
成
績
が
悪
い
よ
う
で
す
。

保
険
税
は
医
者
に
支
払
う
金
、

皆
さ
ん
が
医
者
で
払
う
の
は
半

分
で
残
り
は
保
険
税
で
村
が
払

う
の
で
す
。
保
険
税
が
あ
っ
ま

ら
な
い
と
支
払
が
お
く
れ
日
向

甫
や
禽
そ
の
他
の
お
医
者
き

ん
方
が
協
力
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。
五
月
末
迄
に
は
何
と
か
し

て
納
め
て
下
さ
い
。

又
診
療
所
、
病
院
の
窓
口
で
支

．
払
う
金
が
相
当
あ
る
よ
う
で

す
っ
診
療
所
で
も
五
十
万
円
以

上
が
未
納
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
運
営
に
困
る
の
で

す
。
、
こ
れ
又
五
月
末
迄
に
は
必
ず
完

納
し
て
下
さ
い
。
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区
長
さ
ん
と
部
箔

公
民
著
長
さ
ん
が

き
ま
り
ま
し
た

　
部
落
の
総
意
に
よ
っ
て
区
長

さ
ん
と
部
落
公
民
館
長
さ
ん
が

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

区
　
長
寺
迫
　
黒
木
．
億
義

福
瀬
　
　
新
名
　
　
義

小
野
田
．

鶴
野
内

八
重
原

．
迫
野
内

瀬越坪仲田羽

平表谷深野坂

下
渡
川

公
民
館
畏

寺
迫
皆
瀬

小
野
田

鶴
野
内

八
重
原

迫
野
内

撃払仲田羽

表谷深野坂

・
畝
原
正
喜

寺
原
治
三
郎

蠣旧著翻濡
宗
罵
．
．

米
作
新
蔵
’

　
功
　
通
源
宗
九
市
良
作

．
山
床
三
太
郎

橋
口
　
艶
紅

橋
口
　
　
登

三
尾
　
文
子

鈴
野
　
　
明

青
柳
宗
市

浜
地
　
　
実

吉
田
寿
美

谷
口
　
久
雄

荒
砂
金
義

三
浦
治
郎
吉

石
田
数
夫

，
一
」
一
－
「

5月1Q日～16日

間
ク
週鳥愛

一’く一’ h●ウイー・

わ
た
し
達

の
生
活
か

ら
野
鳥
の

姿
や
さ
え

ず
り
が
な

く
な
っ
た

ら
ど
ん
な

に
淋
し
い

こ
と
で
し

ょ
う
。
わ

た
し
に
う
る
お
い
ど
な
ぐ
さ
め

を
与
え
て
く
れ
る
野
鳥
を
愛
し

ま
し
よ
う
。

穏
手

縄
粛

＠沸鞠鷺♪・∴

◇
「
目
に
轡
業
山
ほ
と
と
ぎ
す

　
初
鰹
」
の
句
の
思
い
出
さ
れ

　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
る
季
節
と
な
っ
た
。
麦
ぼ
黄

　
に
稔
り
、
春
蚕
は
日
に
ふ
と

　
る
。
つ
ば
め
抵
薫
風
を
切
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
弛
『

　
て
と
び
雀
は
軒
端
に
羽
を
休

　
め
て
い
る
。
深
緑
の
中
の
栗
’

　
の
花
も
五
月
に
ふ
さ
わ
し
い

　
風
景
の
一
つ
で
あ
る
。

◇
五
月
は
行
事
が
多
い
。
三
日
．
．
「

　
は
憲
法
公
布
の
日
、
四
日
は
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訟

　
国
民
体
育
デ
ー
、
五
日
は
子

　
供
の
日
、
九
目
は
お
大
師
ま

　
つ
り
、
十
一
日
は
母
の
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
L

・
二
十
二
日
は
衆
議
院
の
選
挙
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砿

　
日
そ
れ
に
「
児
壼
福
祉
週
．

　
間
」
と
憂
鳥
遁
間
が
あ
る

　
日
赤
募
金
も
こ
の
月
で
あ
・
．
・
隔
．

　
る
。
い
つ
れ
も
祝
福
の
目
で
，

．
あ
り
記
念
の
日
で
あ
り
ま
た

　
恵
み
の
日
で
あ
り
感
謝
の
旧
　
　
一
．
恥

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
濯

◇
公
明
選
挙
運
動
が
叫
ば
れ
て

　
こ
こ
に
七
年
。
今
度
こ
そ
は
、

　
清
潔
な
選
挙
で
あ
め
た
い
も
甲
㌧
．
勝

　
の
で
あ
る
。
立
候
補
者
も
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ほ
　
ド

　
挙
民
も
清
純
な
心
で
選
挙
、
　
轡
「

　
尊
厳
を
け
が
さ
ぬ
よ
う
に
つ

　
と
め
よ
う
。

◇
五
月
号
を
お
く
る

雨
暗
き
木
立
に
栗
の
花
白
し

月二十九臥天皇誕生のよき日に本村婦人連絡協
の犬会が東郷小学校で行わ巾て本年度の村婦協の

や予算め審膿、志賀保子先生の講演、バネール討
婦人会活動をはじむもの）などがありその後各部

出のおどりやうたの会が催されるなど多彩な行事

会裡に終った会員の顔には一様に満ち足りた色が

よっていた。

懸’撒糠灘叢翻

四
会
み
（
選
闇
雲

　
議
閣
議
落
が
た
　
嵩

O

灘
、
輪

、
寝
、
5

　
ニ
　
　
　
　
　

亀
『
　
♂

ぎ　ン

．
曜

．
　
三

浦
孕

、

一i蘭曲■■■
　　ドロロロロロロロコリコロコロロ　コロコほ

　　i大会風景1
　　．・■一一一一一一幽一■一一鱒輌一■一一』

①新役員紹介
②会長挨拶
③パネル討議
④鶴野内壕協あ出しもの’

　ぺ

■

．
ひ

り

F
　
　
♪

：絨

晶

覧

、
「
β

’
、
酷

．
　
単

，
’

隔

’

よ
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